
2016年3月「戦争と性暴力の比較史に向けて―強姦、買売春から恋愛まで」という

シンポジュウムが立命館大学で行われました。シンポジストの一人、茶園敏美さんは

「占領地におけるパンパンの作られかた・語られかたと性暴力」というテーマで

話されました。

次回「WAN須藤研究室」では、著書『パンパンとは誰なのか？キャッチという占領期の

性暴力とＧＩとの親密性』（インパクト出版会2014）を導きに、茶園敏美さんの

個性ある研究がどのような方向に進むのか、皆さんと一緒に聞いてみたいと思います。

WAN須藤研究室第2回目テーマ: 

講師: 茶園 敏美　（立命館大学非常勤講師　比較ジェンダー論）

進行: 須藤八千代　（愛知県立大学名誉教授）

日時: 2017年 9月 24日（日）　午後1時30分〜4時

会場: ウインクあいち　（愛知県立大学　サテライトキャンパス）

名古屋市中村区名駅4丁目4-38　愛知県産業労働センター

JR，地下鉄，名鉄，近鉄「名古屋駅」徒歩約5分

参加費:　一般 　1,000円 　大学生　500円　（資料代含む）

主催: 認定NPO法人ウィメンズアクションネットワーク（WAN）　WAN須藤研究室

【申込み・問い合わせ】

WAN須藤研究室／事務局　　Email: sudou-wan@wan.or.jp

電話: 052-203-5171

※申込み時に、お名前、メールまたはご連絡先、WAN会員登録有無をお知らせ願います。

【ちょこっと予告編】

「イスラム圏の女性たち」　中山 慶子先生

2018年2月11日（日）午後開催　＠あいホール（浜松市）予定

ＷＡＮ須藤研究室第3回目: 

速報！！

トークセッション

「もうひとつの占領－セックスというコンタクト・ゾーン」

「もうひとつの占領－セックスというコンタクト・ゾーン」について語る

について語る

tel:052-203-5171

